
高齢者を見守り、
触れ合い、支え合う活動
　レトロな雰囲気を漂わせるレンガ造りのサッポロ
ビールの建物など、札幌市東区の中でも早くから開
けてきた地域が、苗穂東地区です。その概要は、平
成20年10月現在、人口8,938人、世帯数4,445世帯。
高齢人口が1,540人でその割合は17.2%、生産年齢人
口が6,213人、年少人口が1,185人で13.3％の割合と
なり、高齢化が目立ってきています。町内会数は15
町内会あり、そのほか、老人クラブ、子供関連団体、
青少年育成委員会などもあります。
　高度経済成長の波に乗り、またオリンピックを控
えた札幌市は昭和47年４月１日、政令都市となりま
した。そこで区制がとられることとなり、区制前は
現在の中央区の苗穂地区と苗穂東地区で同一地域を
形成していましたが、区制施行後はＪＲの線路を境
に南側が中央区の苗穂地区、北側が東区の苗穂地区
となりました。
　そうした中、苗穂連合町内会は昭和47年６月30日
に設立されました。「昭和49年６月25日に苗穂地区
社会福祉協議会ができて、こちらの事業の一環とし
て、“苗穂福祉ふれあいテン” という団体が、地域
住民やボランティアの参加を得まして地域ぐるみで
地域の高齢者に優しい、高齢者を大切にすること、
すなわち、触れ合い、支え合うことを活動理念に平
成８年に設立されました。最初の活動として見守り、
安否確認、具体的には新聞は溜まっていないだろ
うか、室内の電燈はずっと灯ったままになっていな
いだろうかと様子を確認し、“お元気ですか～” と
声をかけるも、民生委員ではないので正直限界はあ

❷

「苗穂福祉ふれあいテン」 
 福祉除雪
お年寄りに優しい活動を続けるも、悩みはボランティアの高齢化。

顧問の八田力さんは地域の安全を願い、今日も青色回転灯を付けパトロール。

苗穂福祉ふれあいテン　顧問
苗穂連合町内会　副会長 兼 総務部長
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苗穂東まちづくりセン
ター。苗穂連合町内会
事務所も同居する
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りましたが、できる
限りのことはしてき
ました。やっぱりご
近所同士なら、それ
ぐらいの気遣いはで
きるでしょう。それ
に加えて除雪ボラン
ティア事業。おじい
ちゃん、おばあちゃ
んの家の前に雪があ
ると、普通ならどう
れ、どうにかしてや
ろうじゃないかと思
うものでしょう。で
すから苗穂連合町内会というよりは、主に高齢者を
対象にしている苗穂福祉ふれあいテン（福祉のまち
推進センター）が、福祉除雪を行っていると理解し
ていただく方が正しいかもしれません」と話すのは、
苗穂福祉ふれあいテン顧問で、苗穂連合町内会副会
長及び総務部長など、何役も引き受けながら、苗穂
地区を心底愛し、苗穂という地域を安心して暮らせ
る街にしようと様々な活動を行っている八

はっ

田
た
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つとむ

さん。
　この福祉除雪も最初の頃は高齢者に大変喜ばれボ
ランティアスタッフも張り切って出動していました
が、年を重ねるに従い多忙などを理由にスタッフを
確保する難しさが表面化してきました。さらに「ス
タッフが高齢化してきて、高齢者が高齢者を見てい
るような（笑）そんな感じにもなってきました。そ
れでも女性が頑張ってくれているので、頼もしい限
りです。原則10cm以上雪が降り積もれば、朝１回
だけの除雪でＯＫという決まりですが、それもどう
かという意見も多く、状況に応じて出動するように
しています」と八田さん。
　福祉除雪は玄関前をきれいにして、十分人が通行
できるようにすることが目的で、大掛かりなことま
ではしていません。
　また利用者負担が始まったことで「どうせお金を
払うのなら、どこか企業に頼んでも同じこと」と高
齢者が割り切って発注し、安否確認が置き去りにさ
れるケースも懸念されています。やはり、単に除雪
だけを済ませればいいというものではなく、人のぬ
くもりが感じられる活動が、必ず必要になってくる
はずです。

誰もが安心して暮らせる、
わがまち、苗穂のために奮闘中
　ところで連合町内会がある東区自体でも防犯、防
火、防災、交通安全に関わる取り組みを行っていま
すが、自らの手で町の安全をと八田さんは車に青色
回転灯を付けて自主的にパトロールに出ています。
もちろん誰もが勝手にこの青色回転灯を付けられる
ものでもなく、北海道警察のお墨付き。何かと犯罪
が多く、特に子供が狙われる昨今。安心、安全な街
づくりのため、八田さんは、労をいとわず今日も地
域の見回りを欠かしません。
　「地域安全推進委員もやっています。私は自分た
ちの住む街が良くなり、そこに住む子供からお高齢
者まで、少しでも安心して暮らせるようになるな
ら、まだまだ何でもしていきますよ」と瞳を輝かせ
ました。

東光小学校の集団下校訓練の様子

31北の交差点 Vol.24 AUTUMN - WINTER 2009


